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利用効果

3-7インターネットの利用効果と課題

＋＋ インターネット白書2006 ＋＋

インフラ、ネットワーク管理者の期待する効果は「マーケティング、宣伝効果」が66.0%と最も高く、次いで

「販売、受注に関するコスト、マンパワーに関する効果」」が50.4%で続く。IP電話利用率が増加したことと相

関し、コスト削減を図りながらの「社内活性化、コミュニケーション効果」も高く期待されている。

「マーケティング、宣伝効果」の期待度は高く、66.0%
資料3-7-4　今後期待しているインターネット利用効果（複数回答）［2005年−2006年］

50-99人規模の企業ではインターネット利用効果の期待が高い
資料3-7-5　今後期待しているインターネット利用効果（複数回答）［従業員規模別］
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期待しているインターネット利用効果について従業員規模別にみると、1,000人以上の大規模企業では、「マー

ケティング、宣伝効果」「カスタマーリレーションシップの向上」などが高く、また、「製造業」「サービス業」

が多いことや、ウェブサイト運用コストなどもある程度投資している分、期待も高い。一方、50-99人規模で

は、インターネット利用効果に期待する項目数が相対的に多く、効率性を積極的に求めているといえる。
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1−49人 50−99人 100−499人 500−999人 1,000−4,999人 5,000人以上 全体
N=428 N=157 N=283 N=125 N=162 N=138 N=1,293

マーケティング、宣伝効果 40.4% 80.9% 73.9% 79.2% 80.9% 83.3% 66.0%
販売、受注に関するコスト、マンパワーに関する効果 26.4% 71.3% 56.5% 67.2% 62.3% 59.4% 50.4%
社内活性化、コミュニケーション効果 20.6% 62.4% 59.4% 49.6% 56.2% 68.8% 46.6%
従業員の生産性効果 18.5% 30.6% 31.4% 40.0% 24.1% 42.0% 28.1%
技術・開発効果 22.4% 28.0% 20.5% 20.0% 32.7% 39.9% 25.6%
仕入れ･調達、発注に関するコスト、マンパワーに関する効果 21.5% 35.0% 23.0% 35.2% 21.0% 17.4% 24.3%
取引先（販売店、ディーラー、流通）との効率効果 24.1% 24.8% 20.5% 22.4% 27.8% 22.5% 23.5%
売上に対する直接効果 29.0% 40.8% 12.4% 20.0% 22.2% 10.9% 23.1%
カスタマーリレーションシップの向上 9.3% 23.6% 23.0% 34.4% 39.5% 34.8% 23.0%
TCO削減効果 4.2% 16.6% 18.0% 11.2% 35.2% 17.4% 14.7%
その他 6.1% 3.8% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9%
特になし 15.7% 3.2% 3.5% 7.2% 2.5% 4.3% 7.8%
わからない 3.7% 3.8% 4.6% 2.4% 7.4% 6.5% 4.6%
合計 241.8% 424.8% 348.8% 388.8% 411.7% 407.2% 340.6%
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